
市政の「信頼」 市民の「満足」

●1952年4月17日生まれ（石川県加賀市）
●1972年。神奈川県立平塚江南高校卒業後、千葉大医学部
入学。公害・薬害問題に取り組む中で、社会の病を治そうと
医学部中退。古賀市に住んで35年。
●1995年町議初当選。現在6期目。トップ当選5回。
●2011年5月から4年間は古賀市議会議長。2014年度から3
年連続で議会改革度・九州沖縄第1位の評価。
●2011年11月 自治功労者表彰を受賞。
●糟屋北部消防組合議会議長、玄界環境組合議会議長、古
賀高校組合議会議長、「福岡東医療センター・在り方検討
委員会」委員長等歴任。
●千鳥小の自然観察会支援、花見松原保全活動等に参加。
●「地域医療と市民を結ぶ会」(大岩俊夫代表)事務局長
●家族／妻（明子）社会福祉士・精神保健福祉士、息子（健明）
義肢装具士（兵庫県在住）、娘（夏美）管理栄養士。
●趣味／写真、コカリナ演奏、軽登山。

「道の駅」は地域振興の一つの選択肢である。し
かし、候補地選定過程や総事業費約12億円の
財政見通しなど疑問もある。コスモス広場の活用
策や市民の意見聴取など慎重に検討すべきで
あると考える。

強みを生かし
誇りを持てるまちへ
新たなる一歩を
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ぬま健司のビジョン

古賀をワクワクする街へ
一緒にチャレンジしませんか？
「ふれあい集会」で頂いたご意見について

西鉄宮地岳線跡地の活用について

「道の駅」について「区長・組長」のあり方について

危ない歩道について

車道整備は合意に至らず実施計画委託は今年
12月に変更。子どもの安全、海岸に近い自然環
境、税収確保など全国のモデルとなるようなプラ
ンも可能だと思う。跡地全体の有効活用を再度
検討する必要があると思う。

区長・組長報酬の一部をカットし、配布物を事業
者委託することを市長は決定し12月議会で条例
改正を予定。少子超高齢化社会に向け地域づく
りは重要な課題。拙速は避け、地域の自主性を確
立する地域分権こそ優先すべきであると考える。

車椅子や自転車利用者から古賀市の歩道には
段差が多く危険だという声が上がっている。狭い
歩道やデコボコの激しい歩道などのリストアップ
を行い、計画的に改善に取り組むべきと思う。

大雨などの災害対応について

コミュニティバスについて

「市内全域に避難勧告」が発令されたが、対応に
ついて市役所に電話が殺到した。堤や河川に近
い所は優先して対応して欲しいという意見があっ
た。避難所運営や自主防災組織への連絡などマ
ニュアルをきちんと作る必要がある。

買い物や病院通いなど移動手段の確保は本当
に切実だ。８月１日からコガバスが始まったが、公
共交通は積年の課題。路線バスとコミュニティバ
スの複合型や自治会バスなど使いやすい移動手
段の実現は急務である。

ぬま健司後援会／古賀市千鳥2-3-7安部ビル103
TEL・FAX092-944-2639（自宅:花見東5-4-10）

ぬま健司の
プロフィール
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が
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発
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私
の
想
い

７月８日に発表した将来ビジョン（案）をもとに市民、団体、企業、行政関係者との意見交換を重ね、10月頃にマニフェスト（具体的政策）を発表する予定です。

高校生等に大好評の自習室 西鉄宮地岳線跡地に避難通路健康づくりに役立つ骨密度測定器 千鳥が池公園スロープに手すり

2011年から2015年まで市議会議長を務め、議会基
本条例制定やインターネット中継、福岡女学院看護
大学とのパートナーシップ協定を実現。早稲田大学マ
ニフェスト研究所の調査で2014年から3年連続で九
州沖縄第1位の評価を受けました。

一時175億円規模まで膨らんだ運動公園事業の見直
しを迫り90億円に圧縮。今日の財政健全化に繋がって
います。ほかに各部の年間経営方針を今年6月からホー
ムページで公表や職員採用説明会開催など行財政改
革について繰り返し提言し、いくつかは実現しました。

ぬま健司の実績

自習室、骨密度測定器、千鳥が池手すり、避難通路などを実現

議長時代の議会改革 財政健全化、行政の見える化

未来の「安心」

奴
間 

健
司

より広範な市民の立場に立って活動するために日本労働党
から離れ、どの政党にも属さず市民派のスタンスを貫く。
「風の人」から「地の人」へ。

健康・地域づくりに全力投球
◎1日8000歩のマーチ、校区担当保健師と健康ボランティアの育成・拡大、ヘルス
　ステーションの増設、小中学生対象の特定健診、減塩運動で予防徹底
◎各小学校に地域いきいきセンター設置、高齢者や子育て世代の居場所カフェ、
　地域分権による地域の自立・自主性尊重

食と健康ブランドで世界から注目される産業・仕事おこし
◎オープンデータ化で優良企業を呼び寄せる、九州・沖縄健康首都会議開催を目指す、
　直売デーや薬王寺温泉を巡回するツアー企画
◎大手食品メーカーの操業継続支援（工業用地確保）、古賀駅東口から
　リーパスプラザのにぎわい空間創出

情報発信・共有と
対話・参加の活発な古賀市へ

官民連携でスピード感ある
行政サービス満載の古賀市へ

◎行政の意思決定過程の見える化、
　市長の定期的記者会見（ライブ・録画）
◎スマートフォンアプリ「市民協働レポート」で
　市民の発信手段確立
◎「まちづくり懇談会」、「若者議会」で
　市民の意見を予算に反映

◎市民に寄り添い、やる気満々の
　職員集団づくり
◎企業、大学、他自治体の知恵を学び取り、
　ユニーク発想で稼げる古賀市
◎将来予測に基づき今やるべきことを実行する
　バックキャスティング手法への転換



５月と６月に糸島市議の藤井よしひろさんをゲストに「未来スクー
ル」を開催。若者から、行列のできるパン屋、起業支援、夕陽がス
テキな観光スポットなどワクワクするアイデアが出されました。愛知
県新城市の「若者議会」のように若者の意見が予算に反映する
制度を作り、若者が魅力を作り出す古賀市をめざします。

6月26日、佐賀県武雄市の元市長である樋渡啓祐さんをゲスト
に「古賀市まちづくりフォーラム」を開催。入館者数100万人の図
書館を実現し、人口増、税収増を実現した経験をお聞きし、古賀
市にも可能性はたくさんあると痛感。民間の知恵と力を活用し、
古賀市のブランド化、活性化を実現したいと思います。

4月15日、九大の馬奈木俊介教授を講師に「古賀市まちづくりフォー
ラム」を開催。これからのまちづくりには馬奈木教授が提唱し久山町
等が活用を始めた新国富経済指標（GDPだけでは測れない健康、
教育、自然の価値）に基づく政策が欠かせないことを学びました。市
民ニーズを把握し重点課題を明確にしたまちづくりを推進します。

未来の「安心」 市政の「信頼」 市民の「満足」

高校同窓会の
先輩である、ぬまさんの活
動をFacebookで拝見し、
応援したいと思っていまし
た。古賀市はもちろん九州
にとっても必要な方です。

弁護士／
伊山 俊太郎

常識人でキラリ
非凡さをのぞかせ、常に問
題意識を持って行動。政
治家に求められる知性、品
性、清潔性、倫理観に加
え、利発で温かみのあるぬ
まさんは市政に必要です。

後援会長／
近藤 清志

父の代からぬま
さんを応援しています。「市
民の声がストレートに生きる
街づくり」を望んでいるから
です。ぬまさんの想いはマグ
マのように燃えています。

なないろ
笑いヨガ／
亀石 恵

地域によっては
限界集落になりかねないと
ころもあります。慣れ親しん
だ地域で住み続けることが
できるまちづくりのために地
域医療の分野で頑張るとと
もにぬまさんを応援します。

後援会副会長・
堤医院院長／
堤 啓

企業をやめトマ
トの水耕栽培を始めました。
循環型社会の実現を目指
す一風変わった農家として
頑張ります。ぬまさんには
「進化する古賀市」実現を
期待しています。

新規就農者／
佐々木 悠二

子育て、介護
職、パート労働の経験をふ
まえ、ひとり親家庭も安心し
て暮らせる古賀市にして欲
しいと切望します。その気持
ちを理解してくれるぬまさん
を応援しています。

3年半、会派・
希来里として一緒に議員活
動を取り組んできました。
データとヒアリングを大事
にして数々の提言を行って
きたぬまさんはこれからの古
賀市政に絶対に必要と確
信しています。

古賀市議会
議員／
村松 謙二

3期 1 2年間、
同じ会派で間近でぬまさ
んを見てきました。「市民が
第一」の姿勢は一貫して
います。「トップが変われば
まちが変わる」。ぬまさんを
全力で応援します。

元古賀市議会
議員／
前野 早月

食育を大切に
する古賀市にしたいです。
20代、30代の若者がまちづ
くりに関心を持ち、若者の
意見がまちづくりに活かさ
れるよう行動していけたら良
いなと思います。一緒に頑
張りましょう。

管理栄養士
（古賀北卒）／
奴間 夏美

高齢者、パパ、
ママそして子どもたちが生
き生きと暮らしている古賀
市を市民の目線に立って考
えて行動するぬまさん。皆が
一つになって新しい古賀市
を目指しましょう。

ユカリクラシック
バレエ／
光永 祐香里

高齢者が安心
して住み続けるには医療・介
護・福祉の連携が不可欠。自
宅で療養し最期を迎えること
も多くなります。地域医療の
ために必要不可欠なぬまさ
んを可能な限り応援します。

大岩胃腸
外科院長／
大岩 俊夫

会費、寄付については下記の
口座にお振込みください。

名　義　／ぬま健司後援会
口座番号／01780・1・8962

会員・サポーター

郵 便 振 替

募集中!

の実現を目指して！

応援メッセージ

私は市内各地で「ふれあい集会」を開催し、ワークショップも実施。古賀市
の課題や解決策について市民の皆さんのご意見をお聞きしています。市
民に寄り添い、「対話と参加」を重視することで古賀市は大きく変わること
ができると確信しています。

私は「地域医療と市民を結ぶ会」（大岩俊夫会長）の事務局長として、
拠点病院である福岡東医療センターをはじめ、開業医の先生方、医
療・介護スタッフと話し合ってきました。このネットワークを活かし、健康
寿命延伸、自宅で穏やかな最期を迎えられる古賀市を目指します。

一度は医師を目指した私の原点は「命を守る」です。健康づくり先進都
市の長野県松本市や埼玉県和光市を視察し、地区担当保健師や健康
づくり基本条例で赤ちゃんから高齢者まで市民の命が守られていること
を実感してきました。

健康づくり先進都市の経験を積極採用

北川正恭さん（元三重県知事）の古賀市講演会決定「対話と参加」を大切にする古賀市へ

若者の声で古賀市の魅力をバージョンアップ

介護福祉士
（古賀中卒）／
猿屋 美登里
（旧姓：笠井）

市民の 幸せと
安心未 来への
ネット ワーク にぎわい創出のヒントがたくさん

持続可能なまちづくりには新指標が必要

早稲田大学名誉教授、早稲田大学マニフェスト研究所顧問としてご活躍中の北川正
恭さんが9月30日に古賀市で講演されます。（18時半開会、リーパスプラザこが交流館・
多目的ホール）県議、衆議院議員、知事を歴任され、「生活者起点」を掲げた「事業評
価システム」を導入。まちづくりのアドバイスを頂けることを楽しみにしています。

昨年10月、福津市の原崎智仁市長とトークショーを行いまし
た。両市の特徴を生かしながら、連携して取り組もうと盛り上
がりました。福津市、新宮町、久山町、宗像市等との連携を
大切にし、古賀市の強みをさらに活かします。

近隣自治体との連携で魅力を倍増

地域医療の連携は古賀市の宝

夢の実現に　強力なサポート


